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線
の
惨
劇
、

そ
し
て
戦
後

愛
媛
県

大

澤

喜
代
太

私
の
家
庭
は
、
両
親
の
下
に
兄
が
三
人
い
て
、
私
は
四

男
で
し
た
。
家
族
全
員
健
康
で
、
笑
い
声
の
絶
え
る
こ
と

な
く
楽
し
い
団
欒
の
日
々
で
し
た
。

家
業
は
農
業
で
す
が
、
近
隣
の
人
達
は
大
部
分
が
小
作

農
業
で
私
の
家
は
自
作
農
業
で
す
。
で
も
家
族
が
多
い
関

係
で
少
し
は
小
作
も
行
っ
て
い
ま
し
た
（
小
作
農
業
と
は

大
地
主
が
い
て
、
そ
の
土
地
を
借
り
て
作
付
け
を
行
い
、

年
貢
を
納
め
る
事
を
言
う
）。

親
父
は
大
地
主
の
信
頼
厚
く
、
小
作
人
達
の
名
代
役
を

務
め
て
い
た
。
区
長
や
村
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
近
く
に
中
山
川
と
い
う
清
流
が
あ
り
（
源
流

は
石
槌
山
系
で
す
）
小
魚
も
多
く
、
夏
季
は
子
供
達
の
良

き
遊
び
場
で
し
た
。
ま
た
昔
松
山
藩
の
殿
様
が
参
勤
交
代

な
ど
で
通
ら
れ
る
街
道
で
桜
並
木
で
「
桜
三
里
」
と
言
っ

た
。
至
極
長
閑
な
環
境
で
、
人
情
味
が
濃
く
厚
い
村
落

だ
っ
た
。

小
学
校
を
経
て
旧
制
松
山
県
立
農
学
校
（
三
年
制
）
に

進
学
し
ま
し
た
。
二
年
生
の
時
に
身
体
を
痛
め
、
一
年
間

休
学
静
養
し
、
そ
の
後
は
勉
学
に
精
励
し
て
ま
し
た
。
時

に
大
東
亜
戦
争
勃
発
し
、
長
兄
が
、
ビ
ル
マ
の
マ
ン
ダ

レ
ー
に
て
戦
死
の
公
報
が
入
っ
た
。
当
時
は
名
誉
の
戦
死

だ
と
世
間
で
喧
伝
さ
れ
て
い
た
が
、
両
親
の
心
中
を
察
す
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る
に
余
り
あ
り
だ
っ
た
。

「
な
れ
ば
俺
が
征
っ
て
仇
討
を
す
る
」
多
感
な
少
年
十

七
歳
に
し
て
「
心
に
誓
う
」
特
別
志
願
を
申
告
し
た
。
見

事
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。「
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）

年
四
月
某
日
、
博
多
に
集
結
せ
よ
」
だ
っ
た
。
約
三
百
人

位
の
同
期
生
だ
っ
た
。

博
多
出
帆
、
南
支
那
の
広
東
に
上
陸
し
、
日
本
陸
軍
に

接
収
さ
れ
て
い
た
中
国
の
中
山
大
学
を
兵
営
と
し
て
使
用

し
、
自
分
達
三
百
人
は
こ
こ
で
現
地
初
年
兵
教
育
を
受

け
、
第
一
期
の
検
閲
ま
で
訓
練
の
日
夜
で
し
た
。

検
問
終
了
と
同
時
に
乗
船
を
命
ぜ
ら
れ
、
船
は
台
湾
の

基
隆
港
に
投
錨
し
ま
し
た
。
他
の
船
舶
が
何
隻
か
集
結
し

悌
団
を
組
み
、
海
軍
の
艦
艇
に
護
衛
さ
れ
な
が
ら
、
昭
南

島
（
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
入
港
し
た
。
そ
し
て
第

八
師
団
（
杉
兵
団
）
に
配
属
さ
れ
た
。

話
が
戻
り
ま
す
が
、
輸
送
船
の
中
で
輸
送
指
揮
官

（
官
・
氏
名
失
念
）
か
ら
全
員
に
通
達
が
あ
り
「
貴
様
達

の
中
で
下
士
官
候
補
者
は
い
な
い
か
、
な
る
と
思
う
者
は

挙
手
し
て
官
・
姓
名
を
名
乗
れ
」
で
、
自
分
が
第
一
番
に

挙
手
を
し
て
「
陸
軍
上
等
兵
大
澤
喜
代
太
」
と
大
声
で
怒

鳴
る
が
ご
と
く
叫
ぶ
。「
よ
し
第
一
号
」
と
い
う
よ
う
な

次
第
で
、
約
三
十
人
程
度
の
下
士
官
候
補
者
が
で
き
た
。

船
内
の
事
項
に
付
き
ま
し
て
は
（『
平
和
の
礎
』
の
陸
軍

南
方
作
戦
に
参
加
者
の
各
記
録
に
あ
り
省
略
）。

な
お
こ
の
時
は
、
杉
兵
団
要
員
だ
っ
た
が
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
上
陸
と
同
時
に
同
兵
団
を
離
れ
、
北
方
約
一
〇
〇

キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
ア
ク
ア
ル
ン
プ
ー
ル
の
下
士
官
候
補

生
教
育
校
に
入
り
、
約
半
年
間
余
り
の
猛
訓
練
を
受
け

た
。
国
内
の
学
校
と
異
な
り
外
地
の
事
で
す
。
す
べ
て
が

戒
厳
中
で
緊
張
の
連
続
で
し
た
。
卒
業
後
「
原
隊
に
追
求

せ
よ
」
だ
っ
た
。

同
期
生
十
八
人
（
現
在
も
「
中
山
会
戦
友
会
」
存
続

中
）
は
ビ
ル
マ
の
マ
ン
ダ
レ
ー
に
あ
る
現
隊
に
向
か
っ
て

一
路
北
進
に
北
進
を
重
ね
て
、
漸
く
マ
ン
ダ
レ
ー
に
到
着

し
ま
し
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
破
れ
、
退
却
あ
る
の
み

の
原
隊
だ
っ
た
が
、
こ
れ
に
合
流
し
た
。
そ
の
後
も
ま
る
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で
転
属
引
受
要
員
の
ご
と
く
、
転
・
配
属
が
繰
り
返
さ
れ

た
。
書
類
上
の
み
と
思
う
が
、
例
え
ば
第
八
師
団
（
杉
兵

団
）
か
ら
第
六
師
団
（
明
兵
団
）
さ
ら
に
第
十
一
師
団

（
錦
兵
団
）、
第
五
師
団
（
鯉
兵
団
）
等
の
輜し
重ちょう
兵へい
連
隊

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

な
お
、
下
士
官
学
校
出
身
で
あ
る
た
め
に
階
級
は
下
士

官
で
あ
る
の
が
当
然
だ
が
、
転
属
ば
か
り
し
て
い
た
た
め

に
、
同
期
生
十
八
人
は
、
い
つ
ま
で
も
兵
隊
だ
っ
た
。
ま

た
輜
重
兵
連
隊
が
原
隊
で
す
が
、
す
べ
て
戦
線
に
お
け
る

任
務
、
行
動
、
戦
闘
等
々
は
歩
兵
同
様
で
、
匍ほ
匐ふく
前
進
・

夜
間
の
斬
り
込
み
、
肉
弾
突
撃
等
を
敢
行
す
る
訓
練
を
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
時
に
は
上
官
か
ら
「
貴
様
達
は

他
の
兵
隊
と
異
な
り
、
下
士
候
出
身
だ
ぞ
」
と
気
合
を
入

れ
ら
れ
、「
部
隊
の
範
た
ら
し
め
よ
」
だ
っ
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー
か
ら
東
北
に
あ
る
ラ
シ
オ
等
に
活
動
範
囲

を
広
め
、
イ
ン
パ
ー
ル
よ
り
の
敗
戦
、
転
進
（
退
却
）
の

援
護
中
隊
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
撤
退
友
軍
の
悲
惨
な

状
態
は
、
現
在
も
心
の
奥
に
残
っ
て
お
り
筆
舌
に
は
尽
く

せ
ま
せ
ん
。

現
地
の
近
隣
に
モ
チ
鉱
山
が
あ
り
、
以
前
英
軍
が
接
収

し
て
鉱
石
の
採
取
を
し
て
い
た
関
係
で
、
ま
だ
諸
設
備
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
建
造
物
も
立
派
な
も
の

だ
っ
た
。
ま
た
ビ
ル
マ
の
南
岸
（
ア
キ
ヤ
プ
）
か
ら
の
引

揚
げ
部
隊
の
輸
送
援
護
も
行
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は
同
年

同
期
生
は
三
人
だ
っ
た
。
ア
キ
ヤ
ブ
や
モ
チ
鉱
山
等
に
て

友
軍
を
援
護
し
、
英
正
規
軍
及
び
現
地
ゲ
リ
ラ
遊
軍
等
の

攻
撃
を
受
け
な
が
ら
、
第
三
中
隊
は
終
戦
ま
で
よ
く
頑

張
っ
た
。
英
正
規
軍
と
攻
防
戦
の
砌
、
敵
の
指
揮
官
、
佐

官
級
を
、
三
八
式
歩
兵
銃
で
狙
撃
射
殺
し
た
。
と
同
時
に

総
攻
撃
を
敢
行
、
英
軍
は
退
却
し
た
。
こ
れ
を
見
て
ゲ
リ

ラ
部
隊
は
大
崩
れ
で
一
目
散
に
総
退
却
を
し
た
。

こ
の
時
に
敵
の
陣
地
跡
に
は
、
多
く
の
食
料
品
が
残
さ

れ
て
お
り
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
ク
ラ
ッ
カ
ー
・
バ
タ
ー
・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等
な
ど
、
我
々
が
い
ま
だ
口
に
入
れ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
戦
利
品
だ
っ
た
。
ま
た
敵
は
最
前
線
に
は

食
料
、
弾
薬
等
の
輸
送
が
困
難
な
た
め
に
、
制
空
権
を
利

用
し
て
、
大
型
輸
送
機
で
落
下
傘
に
て
諸
物
資
を
降
下
さ

せ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
ジ
ー
ッ
と
眺
め
て
い
る
事
は
無

416
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い
」
と
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
掻
き
分
け
て
接
近
し
、
掠
奪
（
横

取
り
）
に
行
っ
た
。
そ
の
時
の
風
の
流
れ
で
、
自
軍
の
近

く
に
落
下
し
た
時
は
多
分
に
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

目
出
度
し
目
出
度
し
だ
っ
た
。

あ
る
時
、
同
期
の
片
岡
と
自
分
と
二
人
に
自
動
車
教
育

に
行
け
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
不
案
内
の
地
で
あ
っ
た
た
め
道

に
迷
い
、
黄
色
の
法
衣
を
着
た
人
（
仏
教
信
奉
者
）
に
出

会
っ
た
。
道
を
問
う
に
、
方
向
を
示
し
て
く
れ
た
。
数
キ

ロ
進
ん
だ
時
に
、
米
軍
機
ロ
ッ
キ
ー
ド
が
突
如
現
れ
、
こ

れ
に
発
見
さ
れ
、
空
か
ら
機
銃
の
乱
射
を
受
け
た
。
機
は

旋
回
し
て
執
拗
に
二
度
三
度
と
攻
撃
し
て
き
た
。
二
人
は

左
右
に
分
か
れ
て
走
っ
た
。
敵
機
は
去
っ
た
が
、
先
の
道

を
教
え
て
く
れ
た
僧
侶
は
正
し
く
正
直
者
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
？

こ
の
辺
は
敵
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
の
巣
窟
だ
と
か
。
自
動
車

教
育
終
了
で
原
隊
の
い
る
モ
チ
鉱
山
へ
帰
る
。
部
隊
の
移

動
命
令
が
出
た
。
部
隊
は
「
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
転
進

せ
よ
。
第
三
中
隊
は
最
後
尾
に
て
警
備
、
収
容
し
な
が
ら

本
隊
に
追
従
せ
よ
」
だ
っ
た
。
後
尾
収
容
任
務
は
い
か
に

至
難
な
業
務
か
当
事
者
で
な
い
限
り
理
解
で
き
ぬ
難
事
業

で
し
た
。
敗
け
戦
の
退
却
で
す
、
戦
傷
病
者
を
一
人
残
さ

ず
引
き
揚
げ
、
な
お
か
つ
後
方
か
ら
は
、
優
勢
な
敵
の
追

撃
、
ゲ
リ
ラ
の
夜
襲
等
と
対
戦
し
な
が
ら
で
す
。
中
隊
長

以
下
全
員
が
全
力
で
そ
の
任
務
貫
徹
を
行
い
ま
し
た
。
他

部
隊
の
兵
隊
で
あ
っ
て
も
全
部
面
倒
を
見
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
に
も
力
尽
き
て
、
ま
る
で
朽
ち
木
の
倒
れ
る
ご
と

く
行
進
中
に
崩
れ
絶
命
し
た
戦
友
、
道
路
の
傍
ら
に
座
し

た
ま
ま
呼
吸
の
絶
え
て
い
る
友
。
ま
る
で
地
獄
図
の
ご
と

く
で
し
た
。

話
が
少
し
遡
り
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
の
正
月
前
に
モ

チ
鉱
山
で
治
安
維
持
警
備
中
に
、
正
月
に
餅
を
喰
わ
せ
ら

れ
ぬ
か
と
の
こ
と
で
、
戦
友
二
、
三
人
と
相
計
り
、
近
く

の
村
落
を
物
色
し
て
餅
米
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
早
速
正
月
用
と
し
て
餅
搗
き
を
し
て
全
員
に
少
し
な

が
ら
正
月
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
中
隊
長
以
下
全

員
が
喜
ん
で
く
れ
た
。
中
に
は
涙
を
流
し
て
い
た
戦
友
も

い
た
。
戦
友
会
の
語
り
草
で
す
。
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自
分
は
そ
の
夜
の
夢
枕
に
次
兄
が
現
れ
「
俺
は
靖
国
街

道
を
走
る
、
子
供
を
頼
む
」
と
異
様
な
「
夢
枕
」
だ
っ

た
。
心
に
強
く
深
く
刻
み
込
ん
だ
。
五
十
有
余
年
経
過
し

た
今
も
、
あ
の
時
の
情
景
が
目
の
奥
に
明
瞭
に
焼
き
付
い

て
い
る
。

イ
ラ
ワ
ジ
河
・
サ
ロ
イ
ン
河
・
チ
ン
ド
イ
ン
河
と
こ
の

三
大
河
川
が
ビ
ル
マ
の
三
大
水
流
だ
。
我
が
第
三
中
隊
徒

歩
小
隊
約
五
十
人
は
、
終
戦
命
令
の
出
る
ま
で
、
こ
の
渡

河
地
点
に
お
い
て
、
全
軍
の
撤
退
渡
河
作
戦
と
銘
打
っ
て

活
動
し
た
。
大
き
く
て
頑
丈
な
筏
を
二
つ
三
つ
作
っ
て
、

太
い
ロ
ー
プ
を
対
岸
に
渡
し
て
、
こ
れ
を
命
綱
と
し
て
各

隊
の
兵
員
を
輸
送
し
て
、
輜
重
兵
本
来
の
任
務
を
敢
行
し

た
。
な
お
こ
の
渡
河
点
に
辿
り
着
い
た
途
端
に
気
の
緩
み

か
ば
っ
た
り
と
倒
れ
て
昇
天
さ
れ
た
戦
傷
病
者
も
多
か
っ

た
。勿

論
、
至
る
所
で
戦
死
者
を
見
た
。
所
に
依
っ
て
は

「
白
骨
街
道
」
と
い
う
位
多
く
の
戦
死
者
が
あ
っ
た
。
自

分
達
は
終
戦
命
令
の
伝
達
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
河
岸
に

て
、
友
軍
を
搬
送
し
た
。

ラ
ン
グ
ー
ン
に
お
い
て
英
軍
に
依
る
武
装
解
除
が
行
わ

れ
、
昭
和
二
十
一
年
七
月
ま
で
捕
虜
生
活
を
送
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
有
余
年
後
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
と
い
う
表

題
の
映
画
が
で
き
た
。
あ
れ
は
実
在
の
物
語
で
は
な
か
ろ

う
か
。
現
在
も
半
信
半
疑
だ
。
一
人
の
日
本
軍
人
が
、
多

く
の
死
者
（
敵
、
味
方
不
問
）
や
戦
場
戦
禍
に
依
っ
て
生

命
を
絶
た
れ
た
人
々
の
た
め
に
竪
琴
を
弾
じ
、
戦
友
の
呼

び
声
に
も
耳
を
か
さ
ず
、
黄
色
の
僧
衣
を
身
に
ま
と
い
、

落
ち
て
行
く
夕
日
を
眺
め
な
が
ら
ラ
ン
グ
ー
ン
の
街
は
ず

れ
に
て
琴
を
弾
ず
る
。
人
間
な
ら
、
だ
れ
し
も
ち
ょ
っ
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

私
自
身
も
、
長
兄
が
戦
死
し
、
次
兄
も
私
が
モ
チ
鉱
山

で
皆
に
餅
を
喰
わ
せ
た
時
、
あ
の
夜
の
夢
枕
に
立
っ
た
時

に
「
靖
国
街
道
を
走
る
、
子
供
を
頼
む
」
が
戦
死
の
時

だ
っ
た
。

兄
嫁
も
八
月
の
お
盆
が
過
ぎ
た
ら
実
家
へ
帰
る
、
子
供

は
両
親
（
祖
父
母
）
が
引
き
取
る
と
の
話
が
着
い
て
い
た

と
い
う
。
私
が
七
月
に
復
員
し
て
来
た
事
で
事
態
は
一
変

し
て
、
早
速
に
親
族
会
議
を
開
き
、
子
供
の
た
め
に
兄
嫁
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は
家
に
い
て
も
ら
い
、
私
が
子
供
を
養
育
す
る
、
そ
し
て

姉
さ
ん
と
結
婚
す
る
事
で
、
万
事
丸
く
決
着
し
ま
し
た
。

私
も
兄
の
夢
枕
に
対
し
て
責
任
が
果
た
せ
た
と
思
い
心
身

共
に
一
息
つ
い
た
次
第
で
す
。

さ
て
ビ
ル
マ
の
竪
琴
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
東
亜
戦

争
に
お
い
て
、
悲
惨
な
光
景
は
戦
後
も
数
多
く
見
た
り
聴

い
た
り
し
ま
し
た
。

復
員
し
て
来
た
時
に
は
家
の
仏
壇
に
は
自
分
の
位
牌
が

あ
り
、
石
塔
が
建
ち
、
な
ん
と
し
た
事
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
が
、
戦
死
の
公
報
が
入
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な

事
が
全
国
的
に
有
っ
た
の
で
す
。

独
身
者
の
場
合
は
、
戸
籍
の
復
活
裁
判
で
一
件
落
着
と

い
う
事
に
な
る
が
、
妻
帯
者
の
場
合
、
ま
し
て
子
供
の
い

る
状
態
で
、
も
し
戦
死
の
公
報
が
誤
っ
て
発
表
さ
れ
た

ら
、
想
像
す
る
だ
に
悲
惨
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
事
を
想
い
起
こ
し
ま
し
て
も
、
二
度
と
戦
争
な
き
事

を
祈
り
ま
す
。
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